
技術専門委員 募集 

 

 

AM部会 技術委員会 技術専門委員として技術委員会に参加しませんか？ 

金属AM（アディティブ・マニュファクチャリング）に関する最新技術や動向を共有します。 

学識経験者、各産業分野の専門家との情報交流を図ります。 

技術委員会は・・・ 

技術委員会は年4回実施する技術講演メインの会合です。同時に、共同研究募集・報告、ISOなど標準化活動、 

教育・認証、Kプロ、技術情報誌『AM TECH』、各種展示会、他団体の情報、最新AM動向について総合的に話題提供

します。現地・WEBどちらでも参加可能。見学会も併催（年1回）。委員会後は情報交流会を実施するので、真の情

報交換ができます。 

■ 対象者： 教育・公的機関所属の方 

■ 費用  

会費無料（但し、旅費は各自ご負担） 

■ こんな方におすすめ  

・金属AMに興味がある方  

・最新技術動向を共有したい方  

・さまざまな技術課題に触れ、現場で活かせる知見を得たい方 

・共同研究に興味がある方 

・交流を広げたい方 

■ お問い合わせ・申込み 

委員登録希望の方は、下記に記載後に担当者へ送付するか、下記事項をメールで送信ください。 

委員になるには、技術委員会での承認が必要となります。 

 

AM部会 技術委員会 技術専門委員申込書 

AM部会 技術委員会の趣旨に賛同して、技術専門委員を申し込みます。 

申込日                年      月      日 

氏名  フリガナ 

所属及び部課  

役職  生年月日 

所属先住所  

メール  

電話  

連絡先 一般社団法人 日本溶接協会 ＡＭ部会事務局 TEL.03-5823-6324 Email: jwesam@jwes.or.jp 
個人情報については、日本溶接協会の個人情報保護方針に従い、個人情報保護関連法令を遵守し、適切に取り扱います。 

教育・公的機関所属者対象 年4回、参加無料 金属３Dプリント技術/AMの最新情報の共有 情報交流会 

mailto:jwesam@jwes.or.jp


■AM部会員の紹介 2026.6.16更新 

三菱重工業㈱  (一財)電力中央研究所 福田金属箔紛工業㈱ 

川崎重工業㈱ 三菱製鋼㈱ 川本鋼材㈱ 

㈱ＩＨＩ 森村商事㈱  

㈱大阪チタニウムテクノロジーズ (国研)物質・材料研究機構  

住友精密工業㈱ ㈱クボタ  

㈱タセト マテリアライズジャパン㈱  

三菱電機㈱ ㈱大林組  

㈱日立製作所 清水建設㈱  

岩谷産業㈱ 日揮グローバル㈱  

日本酸素㈱ ㈱荏原製作所  

㈱ダイヘン 日鉄溶接工業㈱  

㈱東芝 埼玉車体㈱  

日産自動車㈱ (一社)軽金属溶接協会  

東洋アルミニウム㈱ 住友化学㈱  

㈱NTTデータザムテクノロジーズ ㈱クリモト  

丸文㈱ ㈱日本未来技研  

㈱ニコン 日本3Dプリンター㈱  

㈱スギノマシン ㈱小松製作所  

山陽特殊製鋼㈱ パナソニックコネクト㈱  

日本電子㈱ ㈱タマリ工業  

富士高周波工業㈱ ㈱デンソー  

(一財)近畿高エネルギー加工技術研究所 三菱商事テクノス㈱  

コベルコ溶接テクノ㈱ ニデックマシンツール㈱  

愛知産業㈱ 日本積層造形株式会社  

三浦工業㈱ ＴＫＥ㈱  

(一財)日本海事協会 One Additive㈱  

日本エア・リキード(同) ㈱リコー  

大同特殊鋼㈱ KGKサービス㈱  

(国研) 宇宙航空研究開発機構 ㈱総合車両製作所  

日酸TANAKA㈱ ENEOS㈱ 以上62社（順不同） 

 

中立機関 

 

■AM部会運用内規（第6条抜粋） 

技術専門委員は技術委員会のみで情報共有ができるものとする。 

・本委員会にのみ設ける特別な委員区分である。  

・技術専門委員となるためには教育・公的機関等に所属し、本委員会で承認されることを要する。  

・参加費用は免除される。  

・旅費は支給されない。同行者の参加は認めない。  

・技術専門委員の交代は認めない。  

・教育・公的機関等の所属から外れたときは技術専門委員の資格を失う。 

以上 

部会長 大阪大学  田中 学 先生 

副部会長 三菱重工業㈱  石出 孝 氏 

顧問 大阪大学 名誉教授  平田 好則 先生 

 大阪大学/接合科学研究所 浅井 知 先生/佐野 智一 先生/荻野 陽輔 先生/桐原 聡秀 先生/大畑 充 先生 

 東北大学 池庄司 敏孝 先生 

 慶應義塾大学 小池 綾 先生 

 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所 薩田 寿隆 様 

 フラウンフォーファー 日本代表部  


